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音　楽　科

習得・活用・探究型の音楽科授業づくりの研究

一 3年生「せんりつのとくちょうを感じよう」の授業を中心に一

向　井　さ　ゆ　り

1　はじめに

　平成18年12月に約60年ぶりに改正された教育

基本法において新たに教育の目標等が規定され，

平成19年6月に公布された学校教育法の一部改

正により，教育基本法の改正を踏まえて，義務教

育の目標が具体的に示されるとともに，第30条第

2項において，小・中・高等学校では，　「生涯に

わたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知

識及び技能を習得させるとともに，これらを活用

して課題を解決するために必要な思考力，判断力，

表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に

取り組む態度を養うことに，特に意を用いなけれ

ばならない」1）と定められた。

　また，平成20年1月の中央教育審議会答申「幼

稚園，小学校，中学校高等学校及び特別支援学校

の学習指導要領等の改善について」では，小学校

及び中学校の音楽科，高等学校の芸術科（音楽）

にかかわる課題を，次のように指摘している2）。

表1　中教審答申「幼稚園，小学校，中学校高

　　等学校及び特別支援学校の学習指導要領の

　　改訂について」　（抜粋）

　これら指摘された内容は，決してこれまでに

行っていなかったことではないが，音楽科で身に

つけるべき学力であり，その学力をより明確にし

ていく必要があるとの指摘であると捉えられる。

この課題を克服していくために，日々の授業を系

統性・発展性のあるものにしていくことが大きな

ポイントとなるであろう。そのためには，連続性

のある「習得・活用・探究型の授業」が効果的で

あると考える。

2，研究の構想

（1）習得・活用・探究とは

　中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部

会は，確かな学力の育成のために，基礎的・基本

的な知識・技能の育成（いわゆる習得型の教育）

と，自ら学び自ら考える力の育成（いわゆる探究

型）は，総合的に育成することが必要であり，そ

のためには，知識・技能の習得と考える力の育成

との関係を明確にする必要があるとし，次のよう

に示している3）。

表2　中央教育審議会初等中等教育分科会教育課

　　程部会「審議経過報告」　（抜粋）
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　また，習得・活用・探究の関係については，「一

っの方向で進むだけではなく，相互に関連し合っ

て力を伸ばしていくものと考えられる。　（中略）

探究的な活動を行うことは，子どもの知的好奇心

を刺激し，学ぶ意欲を高めたり，知識・技能を体

験的に理解させたりする上で重要なことであり，

自ら学び考える力を高めるため，積極的に推進す

る必要がある。」4）と示されている。

　以上のことから，確かな学力の育成のためには

習得型の教育と探究型の教育が総合的に行われな

ければならない。そのために「習得・活用・探究」

は，互いに関連し合いながら進められるものであ

り，探究的な活動を行うことは学習意欲を高め，

自ら学び考える力を高めることにつながるといえ

る。

（2）音楽科における「習得・活用・探求型の授業」

　について

　音楽科における「習得・活用・探求型の授業」

を，次のように定義する。

　音楽活動を通して基礎的・基本的な知識・技能

を習得し，それらを表現や鑑賞の活動の中で活用

していく。そして，活用の場面から新たな知識・

技能を習得していく。この，習得・活用の連続に

よって主体的な学習意欲が喚起されるとともに音

楽に対する価値観が形成されていくことが，探究

活動である。このような一連の学習サイクルを本

研究でいう「習得・活用・探究」と捉え，このス

タイルを取り入れた授業を「習得・活用・探究型

の授業」と捉える。

　「習得・活用・探究型の授業」を進めていく際

に，今回の学習指導要領改訂で新設された【共通

事項】を基盤として学習計画を立てていけば，っ

けたい力がより明確となるであろう。なぜならば，

【共通事項】は音楽を特徴づけている要素や音楽

の仕組みをまとめ，音楽の基礎的な知識をより明

確にした内容となっているからである。また，指

導計画を立てる際には，表3のような留意点が必

要であると考える。

表3　「習得・活用・探究型の授業」の指導計

　　画の留意点

　本研究では③の同一学年の中で一つの題材を通

す「習得・活用・探究型の授業」を取り上げる。

（3）研究の目的と方法

　本研究は，旋律の特徴を感じ取り表現の工夫を

考えて行く過程において「習得・活用・探究型の

授業」が有効であるかにつて音楽科の授業を通し

て明らかにしていきたい。その際，子どもの事前・

事後のワークシートの記述，習得・活用・探求の

各場面での発言やワークシートへの記述内容をも

とに検証を行う。

3，実践例

（1）題材

　　「せんりつのとくちょうを感じよう」

（2）授業実施学年及び人数

　　第3学年40名

（3）調査実施時期

　　平成23年11月

（4）題材について

　本題材では，音楽を形づくっている要素のうち，

「旋律」　「強弱」　「音楽の仕組み」を手がかりに

して曲の特徴をっかみ，自分の思いや意図をもっ

て曲想に合う表現の工夫をする。曲の特徴を，音

楽を形づくっている要素とその働きが生み出すよ

さや面白さととらえ，曲の特徴を感じ取ることが

その曲に合った表現の工夫にっながると考える。

本題材では，歌詞と旋律の動き，曲の構成から強

弱の工夫をしたり，歌い方の工夫につなげたりす

る活動を通して，曲想に合った表現ができるよう
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にする。また，鑑賞を通して学んだことを表現活

動に生かすなど，鑑賞と表現活動の関連を図って

いくことで，発想を広げたり深めたりして音楽の

よさを味わうことができると考える。

（5）児童の実態

　本学級の児童は，これまでに2部形式の曲にっ

いて学習してきた。その時には，自分たちが歌っ

て感じたことや範唱のCD・ピアノ伴奏から，「前

半は明るく弾んだ感じ，後半は静かな感じ」のよ

うに，曲の前半後半を比較しながら曲の特徴をっ

かみ，歌唱表現の工夫につなげていった。しかし，

音楽を形づくっている要素には触れておらず，旋

律の動きや強弱などの要素をもとにした表現の工

夫までにはいたっていない。

（6）指導にあたって

　第1次を習得場面と位置づける。そこで「メヌ

エット」を鑑賞し，旋律の動きとリズム，そして，

曲想の変化を感じ取らせる。この音楽の要素と仕

組みを曲の特徴と捉え，自分自身が曲を聴いて知

覚・感受した曲のよさや面白さは，音楽を形づくっ

ている要素や仕組みから感じ取っているというこ

とに気付かせる。また，既習曲「赤い屋根の家」

を聴いたり歌ったりする活動を通して，自然と声

が強くなっていく部分を取り上げ，その部分の旋

律の動きから曲の山についての学習をする。第2

次を活用場面と位置づけ，歌唱曲「一人の手」の

曲想に合った表現の工夫を考えていく。工夫を考

える手立てとして，歌詞の内容を把握したり，鑑

賞曲での既習事項（音楽を形づくっている要素の

働き）に着目して曲想を感じ取ったりするなどし

て，「一人の手」に合った表現の工夫が考えられ

るようにしていく。第3次を探究場面と位置づけ，

歌唱曲「帰り道」の「アドバイスブックづくり」

を行う。この学習では，習得した学習内容・活用

できるようになった力を生かして，一人ひとりが

「アドバイスブック」を作成していく。

（7）題材の目標

○　旋律の特徴をとらえて，楽曲全体にわたる曲

想とその変化を感じ取って聴いたり表現に生か

　したりする学習に進んで取り組むことができる

　ようにする。

○　旋律の特徴を感じ取り，曲想を生かした表現

　の工夫をするなど，自分の意図や考えをもって

　歌い方の工夫をすることができるようにする。

○　旋律の特徴や曲想の変化にふさわしい表現で

　歌うことができるようにする。

○　旋律の動きや強弱に気を付けて聴き，そこか

　ら感じ取った曲想とその変化を感じ取り，楽曲

　のよさに気づいて聴くことができるようにする。

（8）学習計画（全8時間）

第1次　旋律の音の動きや強弱に気をつけながら

　　　きこう・・・・・・・・・・…　2時間

第2次　曲の山を感じ取って歌おう…　　3時間

　・曲の感じをつかんで歌おう（1時間）

　・曲の感じにあった歌い方の工夫をしよう（2

　　時間）

第3次「アドバイスブック」を作ろう・・3時間

（9）授業の実際

（習得1）旋律の動きから旋律の特徴をとらえる

〈第1次〉「メヌエット」を鑑賞して，旋律の動

きから曲の雰囲気を感じ取り，A－B－Aの楽曲

構成に気づいて聴くことができる。

　初めてこの曲を聴いた子どもたちは，　「なめら

かできれいな曲」「ゆっくりした曲」「明るい曲」

と楽曲全体の雰囲気を感受し言葉で表現すること

ができた。

　2回目に鑑賞する時には，　「最初から最後まで

が，なめらかでゆっくりだろうか。」という視点

をもって聴いた。鑑賞後に，「途中で感じが変わっ

た。」　「はじめの音楽になった。」という子ども

の発言から，曲想の変化と曲の構成A－B－Aに

気づいて聴くことができたことが分かる。そして，

「最初はなめらかだったけど，途中からはずんだ

感じになった。」とどのように曲想が変化したの

かを，AとBを比較して聴くこともできていた。

しかし，なぜそう思ったのか，という理由を発表

する子どもは非常に少なかった。そこで，感受し

たことを知覚し，音楽の特徴をとらえさせるため

の手立てとして，視覚的に音の動きやリズムの変
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化が分かるように図形譜を提示した。

図1　図形譜（教科書の挿絵）5）

　この図形譜の囚と回を見比べ，回の「はずんだ

感じ」の根拠を見つけていくことができた。囚は

隣り合った音が多く，リズムも長くのばしている

ことが見て取れる。従って，囚の旋律と回の旋律

の特徴を図形譜を根拠に知識として捉え，感受し

たことと結び付けていくことで，この曲の特徴を

感じ取って聴くことができた。また，音楽の仕組

みA－B－A形式についても学習することができ

た。

　「赤い屋根の家」は，すでに子どもたちがよく

知っている曲であったので，鑑賞後すぐに歌唱を

行った。ここでは，前時で習得した曲の仕組みA

－ B－A形式と曲の山を見つける活動を通して，

旋律の特徴を感じ取り歌い方の工夫ができるよう

にした。

　前時の学習を生かし，「メヌエット」同様に「赤

い屋根の家」も雰囲気が変わるところがあり，A

－ B－A形式になっていることに気づくことがで

きた。また，Aの部分は楽譜から①フレーズの冒

頭が符点音符のリズムで音の高さも同じである，

②その後の旋律も似ている，ということに気づき，

楽譜を根拠に形式について考えることができた。

このことは，前時の学び方を生かしているといえ

る。

　本時での新たな学び「曲の山」をどのように感

じ取らせていくかであるが，子どもの歌っている

表情から「なぜ，表情が変わるのか。」というこ

とを切り口にして考えさせていくこととした。考

える手立てとして，楽譜を用いた。音符と音符を

線で結んで旋律線を引き，旋律の動きを視覚的に

とらえさせることで，旋律の音の動きから曲の山

を見つけられるようにした。
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〈第2次〉旋律の特徴（曲の山）を感じて歌い方

の工夫をする。

　前時で習得したこと（曲の山の見つけ方）を次

の教材「一人の手」に活用する場面である。

　4名のグループで曲の山を見つける学習を行っ

た。第1次で習得した「旋律線から曲の山を見つ

けることができる」を手がかりに考えていく班が

10班中8班に見られた。付箋紙に「なぜそこを曲

の山だと思ったのか。」という理由を書き，次の

時間に全体で交流できるようにしていった。

表5　曲の山とその理由

図12　曲の山を見つけその理由を考えている様子

　前時に考えた曲の山を班ごとに理由を添えて発

表していった。

①　「それでもみんなの手と手をあわせれば」の

ところが曲の山とした理由

・ 曲の中で一番高い音で，だんだん強くなって

いってだんだん弱くなっていくところだか

　ら。

・ （五線の）第1間よりも音符が上にあるから。

・ 歌う時に声が高くなるから。それと，音符に

線を引くと山になっていて，曲の中で一番高

い音だから。

②　「なにかできる　なにかできる」のところを

　曲の山とした理由

・「ソ・ラ・ソ」となっていて，旋律線をひく

　と山になるから。

・ 作った人の思いがいっぱいつまっているとこ

ろだから。

　2通りの曲の山がでてきた。どちらも根拠を旋

律線から明らかにしており，前時に習得したこと

を生かすことができている。

　次に，曲の山を含めたこの曲全体をどのように

歌っていくかについて考えていった。

　これまでに習得した内容，すなわち音楽の要素

であれば「旋律」や「リズム」，音楽の仕組みで

あればA－B－A形式を生かした曲の「変化」を

感じながら歌い方の工夫ができるように，学習の

振り返りを行い，表現の工夫を考えていった。

図4　表現の工夫をグループで考えている様子

図3　理由を発表して交流している様子
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図5　表現の工夫を書き込んだワークシート

　ワークシートの記述から，前半の旋律と「曲の

山」ととらえているところとの違いを感じ取り，

歌い方の工夫を考えているのが分かる。「曲の山」

を含めたその前後もどのように歌うと自然な歌い

方で，なおかっ盛り上がった歌い方になるかとい

うことも考えている。

〈第3次〉旋律の動きや歌詞から歌い方の工夫を

考えアドバイスブックを作る。

　歌唱曲「帰り道」のアドバイスブック作りを行っ

た。初めてこの曲に出会った子どもが「ねむくな

る曲だな。」とつぶやいた。そこで，どうしてそ

う感じたのかを尋ねたところ，次のような感想が

出た。

　歌が歌えるようになってから，この曲を来年の

3年生が歌う時に「こんな風に歌うとこの曲の感

じがでるよ。」というアドバイスができるように

一人ひとりがアドバイスブックを作ることにした。

「帰り道」については，範唱を聴いた感想を全体

で交流しただけで，その他の音楽的な要素や仕組

みには触れないようにした。

　図6は，一人ひとりが作った「帰り道」のアド

バイスブックである。自分で考えた歌い方の工夫

を書き込んでいる。

図6　子どもたちの作ったアドバイスブック

4，考察

表6　「帰り道」を聴いた感想

　曲の特徴を旋律の動きやリズムなど音楽の要素

や歌詞の内容から感じ取ることができた発言で

あった。

　教材曲「一人の手」を中心に活用場面を考察

していく。

　本題材の学習に入る前に一人ひとりが考えた

「一人の手」の歌い方の工夫は，表7のとおり

であった。一方，第2次の活用場面でグループ

ごとに考えた歌い方の工夫は，表8のとおりで

あった。

表7　最初に考えた歌い方の工夫（抜粋）
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　以上のように，全員が歌詞を手がかりにして工

夫を考えていた。このことから，歌詞による歌い

方の工夫をするカはついていることがわかる。

　「旋律の特徴を感じ取り表現の工夫をする」と

いう活用場面において，子どもたちは表8のよう

な工夫を考えることができた。

表8　活用場面で考えた歌い方の工夫（抜粋）

　表7と表8から，第1・2次で習得した旋律の

動きから曲の特徴をとらえ，表現の工夫を考える

ことができたと考えられる。

　題材を終えた子どものふり返りは表9のとおり

であった。

表9　子どものふり返り（抜粋）

　これらのように，子どもたちのふり返りから，

旋律の音の動きや音の高さなどに着目して歌い方

の工夫を考えていけるようになったことが分かる。

また，学習したことをさらに改善したい，応用し

ていきたいという意欲もうかがえる。

　今回の「習得・活用・探究型の授業」で，本題

材でつけたかった「旋律の特徴をとらえて表現の

工夫をする」という力のうち，旋律の動きと曲の

山をとらえ，それを表現の工夫のうちの強弱に関

連させる学びが有効であったと考える。

　また，冒頭で触れたように音楽科の課題が「音

や音楽を知覚し，感性を働かせて感じ取ることを

重視すること」と指摘されているように，「～な

感じの曲」と感受はしても，知覚面の「なぜそう

感じるのか」という根拠をもつことはこれまで不

十分であった。そこで本研究では，根拠をもつこ

と（知覚）を重視して題材に取り組み，子どもた

ちが，「なぜそう感じたのか」を楽譜から見つけ，

表現の工夫につなげようという意欲を高めること

ができた。また，鑑賞の活動からも，曲を知覚・

感受したことを音楽の要素や仕組みと結びつけて

いる姿が増えてきた。
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向井：習得・活用・探究型の音楽科授業づくりの研究一3年生「せんりつのとくちょうを感じよう」の授業を中心に一

5，今後に向けて

　「せんりつのとくちょうを感じよう」という題

材を通して「習得・活用・探究型の授業づくり」

をすすめていくことは，音楽的知識を習得し，習

得した知識を活用することにつながり，学習意欲

の喚起や主体的な学びに結びっくことが分かった。

　しかし，探究活動での価値観の形成には難しさ

もあった。今後，つけたい力とめざす子どもの姿

をより具体的にイメージし，題材配列や系統性を

もった授業計画について研究を進めていかなけれ

ばならない。
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